	
	No.

	
	施設設備近代化
	転換多角化
	大 型 店
	Ｓ　　Ｐ
	経営高度化
	ＳＰ振組

	世田谷区中小企業経営近代化促進事業資金融資あっ旋申込書

融資のあっ旋を受けたいので申し込みます。

　世田谷区長　あて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

	申　　　込　　　者
	申込者住所
（法人は登記所在地）
	区

市
	丁目　　　番　　　号

	
	事業所所在地
	区

市
	丁目　　　番　　　号

	
	フリガナ
	
	組織
	法人（資本金　　　万円）・個人

	
	事業所名
	
	業種
	

	
	
	
	創業年月
	　　　　年　　　　月

	
	フリガナ
	
	現在地営業年数
	　　　　年　　　　月

	
	代表者名
	　
	電話番号
	　　　（　　　　）

	
	
	
	代表者年齢
	　　　　　　　　　歳

	
	メールアドレス（事業所または代表者個人）
	＠

	
	産業振興公社または世田谷区から上記の住所やメールアドレスへ、区内事業者向けの情報を提供します。提供を希望しない場合は、右に✔を入れてください。
	□

	申　込　内　容　等
	借入申込金額
	　　　　　　　　　　万円
	返済期間
	か月（据置　　か月含む）

	
	金融機関名
	　　　　　　　　　　　店
	借入金使途
（○をつけ、具体的に記入）
	運 転・設 備・併 用



	
	資金調達方法
	区融資申込額　　　　　万円

自己資金　　　　　万円

金融機関借入額　　　　　万円

その他　　　　　万円
	新事業業種
（転換多角化の場合のみ）
	（転換・多角化）

	
	
	
	新事業開始もしくは新設備設置場所
	

	
	必要総額
	上記合計　　　　　万円
	新事業開始・新設備設置予定日
	　　　　年　　月　　日

	連帯保証人
	住所


	職業（役職）


	年齢

歳

	
	氏名


	電話

　（　　　）
	代表者との関係



	

	※（本欄は記入しないで下さい。）

備　　　　　　　 考
	都・区（市）民税[　　年　　期（月）～　　年　　期（月）分]

納入済 ・ 非課税

（領・納）　　　　　　　　　　 円
	事業税[　　年　　期（月）～　　年　　期（月）分]

納入済 ・ 非課税

（領・納・確）　　　　　　　円
	<設備資金の見積額>
　　　　　　　　　　　円

	
	使途
	運　 　転・設　 　備・併　 　用
	
	係　員
	相談員

	
	
	
	
	
	

	
	金融機関コード
	
	
	
	

	
	1. 新　規

2. 再利用（利用者Ｎｏ．　　　　　）

　 ア　事　業［現在残高　　　　　　円／繰上完済　　年　　月　　日］

　 イ　景　気［現在残高　　　　　　円／繰上完済　　年　　月　　日］

　 ウ　その他［現在残高　　　　　　円／繰上完済　　年　　月　　日］
	
	

	
	
	
	入

力
	
	
	受

付
	

	
	
	
	


	経営の概況
	主要取扱商品

(製品)と売上

高構成比
	商品(製品)名
	売上高(千円)
	構成比
	同前期

	
	
	
	
	
	

	
	
	総売上高
	
	100％
	100％

	
	最近３期

の

決算状況
	事業年度
	売上高
	売上総利益
	営業利益
	経常利益
	減価償却

	
	
	／　期
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	
	／　期
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	
	／　期
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	設備投資の理由と効果
	今回の

設備投資

の理由
	

	
	期待する

設備投資

効果
	

	事業所への略図
	最寄り駅　　　　　　　線　　　　　駅下車　　　徒歩　　　分

路線バス　　　　　　　行　　　　　停留所下車　徒歩　　　分


世田谷区事業転換多角化計画書

１．企業の概要(現況)及び事業転換多角化の概要

	現在の事業概要
	営業内容
	業種名
	製品(商品)名
	年間売上高
	業態

	
	
	
	
	
	製造・卸売・小売

サービス

建設・運送

(該当業態に○印)

	事業転換多角化の概要
	事業転換多角化先の業種
	

	
	主な取扱品目

（業務内容）
	

	
	事業転換又は多角化の開始時期

（融資実行後の実施を原則）
	

	
	事業転換又は多角化の実施場所

名称
敷地
㎡　建物
㎡

所在地


うち工場または店舗
㎡


	従前事業

人
	新たな事業

人
	合計

人
	備考

	人
	人
	人
	

	人
	人
	人
	

	人
	人
	人
	

	人
	人
	人
	


２．要員計画

	要員計画　　
	区分
	現在の状況

人

	
	常勤役員
	人

	
	常勤従業員
	人

	
	臨時(パート含む)
	人

	
	合計
	人


３．事業転換多角化(新たな事業)を行う理由及び内容(具体的に)

　（１）現況の説明(現在どのような事業を行っていて、どういう状態ですか)

　（２）事業転換多角化の業種(製品)等を行う理由

　（３）事業転換多角化の具体的な内容

４．製品(商品)売上高計画及び新たな事業の売上高の算出明細

(算出明細について算出基礎となった製品名・製品単価・販売数量等を記入し、その説明を具体的に記入してください。)

　（１）売上高計画

	製品名
	直近の決算額

(　/　～　/　)

年間売上高
	計画第１年度

(　/　～　/　)

年間売上高
	計画第２年度

(　/　～　/　)

年間売上高
	備考

	従前事業

※１
	
	千円
	％
	千円
	％
	千円
	％
	

	
	小計
	
	
	
	
	
	
	

	新たな事業※2
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	100
	
	100
	
	100
	


· １　従前事業とは、現在行っている事業で継続(縮小を含む)または廃止する事業です。

· ２　新たな事業とは、今後新たに開始する事業(事業多角化を含む)です。

　（２）新たな事業の売上高計画の算出明細

	計画第１年度

(　／　～　／　)


	年間売上高
	売上高計画明細

	
	千円


	具体的に記入してください

	計画第２年度

(　／　～　／　)


	年間売上高
	売上高計画明細

	
	千円


	


５．投資計画(計画全体の投資額です。該当箇所に記入してください。)

　（１）運転資金

	資金使途
	金額
	使途の概要

	仕入資金
	千円
	　　　　　千円／月　　　月(６カ月を限度とする)

	人件費
	千円
	　　　　　千円／月　　　月(６カ月を限度とする)

	市場開拓費
	千円
	市場調査費　　宣伝費　　その他

	その他
	千円
	(具体的に)

	小計①
	千円
	


　（２）設備資金

①事業用不動産関連

	内容
	面積(㎡)
	取得方法
	要する資金
	契約(予定)

年月日
	取得(予定)

年月日

	土地
	
	購入・借地
	千円
	
	

	建物
	
	建設・購入・賃貸
	千円
	
	

	改装費用
	
	
	千円
	
	

	小計②
	
	
	千円
	
	


②機械器具・什器備品等

	名称
	形式・性能
	金額
	取得(予定)

年月日

	
	
	千円
	

	
	
	千円
	

	
	
	千円
	

	
	
	千円
	

	小計③
	
	千円
	


	当初必要資金合計[①＋②＋③]
	千円


６．資金調達計画

	資金調達方法
	金額
	金融機関名
	返済期間
	年利

	自己資金
	千円
	
	
	

	事業転換多角化資金
	千円
	
	～
	％

	他金融機関借入予定額
	千円
	
	～
	％

	その他
	千円
	
	～
	％

	当初必要資金合計
	千円
	
	
	


７．返済計画(元本返済額)
・既存の長期借入金も含めてください。

	借入先
	返済予定金額(単位：千円)
	備考

	
	初年度
	２年度
	３年度
	４年度
	５年度
	６年度
	7~9年度
	10年度
	

	事業転換
多角化
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


８．事業転換多角化を行うことにより、廃棄または譲渡する従来の設備

	設備の種類
	仕様
	取得年月日
	残存耐用年数※１
	価格

※２
	数量
	金額
	

	
	
	
	
	千円
	
	
	廃棄・譲渡

	
	
	
	
	千円
	
	
	廃棄・譲渡

	
	
	
	
	千円
	
	
	廃棄・譲渡

	
	
	
	
	千円
	
	
	廃棄・譲渡

	
	
	
	
	千円
	
	
	廃棄・譲渡

	
	
	
	
	千円
	
	
	廃棄・譲渡


· １　残存耐用年数とは、法定耐用年数から既に償却の済んだ年数を引いたものを記入してください。

２　決算時点の帳簿価格を記入してください。

９．損益計画
· 販売業・サービス業の場合は、売上原価を「②材料費」に、売上総利益を「④純加工高」に記入してください。

· 「支払利息」欄は借入金のすべての支払利息を記入してください。

· 「その他経費」欄は、広告宣伝費、家賃、光熱水費等を記入してください。

· なお、借入金の元金支払分は含みません。

（単位：千円）

	
	直近の

決算額
	計画第１年度
	計画第２年度

	
	
	従前製品

売上高
	新事業製品売上高
	合計
	従前製品

売上高
	新事業製品売上高
	合計

	①売上高
	
	
	
	
	
	
	

	②材料費
	
	
	
	
	
	
	

	③外注加工費
	
	
	
	
	
	
	

	④純加工高

(①－②－③)
	
	
	
	
	
	
	

	⑤人件費
	
	
	
	
	
	
	

	⑥支払利息
	
	
	
	
	
	
	

	⑦減価償却費
	
	
	
	
	
	
	

	⑧その他経費
	
	
	
	
	
	
	

	⑨経費計

(⑤~⑧の計)
	
	
	
	
	
	
	

	⑩税引前利益
	
	
	
	
	
	
	

	⑪法人税等
	
	
	
	
	
	
	

	⑫当期利益

(⑩－⑪)
	
	
	
	
	
	
	


⇒計画実施後








